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正しい核戦略とは何か
冷戦後アメリカの模索
ブラッド・ロバーツ・著
村野将・監訳
勁草書房／ 4950 円

内
部
文
書
が
雄
弁
に
語
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争

の
実
態

ど
う
す
る
米
国
の
核
戦
略

激
動
の
安
保
状
況
で
考
え
る

アフガニスタン・ペーパーズ
隠蔽された真実、欺かれた勝利
クレイグ・ウィットロック・著
河野純治・訳
岩波書店／３９６０円

グローバル開発史
もう一つの冷戦史
ブラッド・ロバーツ・著
三須拓也／山本健・訳
名古屋大学出版会／ 3740 円

冷
戦
が
進
め
た

世
界
の
開
発
競
争

犠牲者意識ナショナリズム
国境を超える「記憶」の戦争
林志弦・著
澤田克己・訳
東洋経済新報社／ 3520 円

　

米
国
の
核
兵
器
は
冷
戦
時
代
の
遺
物
な
の
か
。

そ
れ
と
も
安
全
保
障
に
重
要
か
つ
代
替
不
可
能

な
も
の
な
の
か
。
米
国
の
国
防
戦
略
や
安
全
保

障
環
境
が
変
化
し
、
核
運
搬
手
段
の
更
新
が
必

要
な
今
、
こ
の
議
論
を
進
め
る
べ
き
だ
。
本
書

は
オ
バ
マ
政
権
で
核
・
ミ
サ
イ
ル
防
衛
政
策
担

当
の
国
防
次
官
補
代
理
と
し
て
二
〇
一
〇
年
の

核
態
勢
見
直
し
を
主
導
し
た
著
者
が
、
現
在
の

安
全
保
障
環
境
の
も
と
米
国
に
必
要
な
核
能
力

の
選
択
肢
を
論
じ
、
核
軍
縮
・
核
抑
止
の
垣
根

を
超
え
た
議
論
の
土
台
を
作
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

米
国
史
上
最
長
の
戦
争
は
、
な
ぜ
ず
る
ず
る

と
続
い
た
の
か
。
著
者
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
が
連
邦
訴
訟
を
経
て
勝
ち
取
っ
た
膨
大
な
内

部
文
書
や
政
府
高
官
四
百
数
十
人
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
録
か
ら
、
作
戦
の
混
迷
や
情
報
の
隠

蔽
の
様
子
を
緻
密
に
描
き
出
し
た
。
米
軍
は
誰

が
敵
な
の
か
、
達
成
す
べ
き
目
標
は
何
か
を
、

当
初
か
ら
見
失
っ
て
い
た
。
数
字
の
操
作
や
調

査
の
中
止
な
ど
隠
蔽
と
不
作
為
の
連
続
に
よ
り

多
く
の
人
命
と
資
金
を
費
し
た
戦
争
で
、
何
が

起
き
て
い
た
の
か
。
内
部
文
書
は
率
直
に
語
る
。

　

貧
困
に
あ
え
ぐ
国
が
存
在
す
る
世
界
で
、
解

決
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
の
が
﹁
開
発
﹂
だ
。

開
発
が
地
球
規
模
で
取
り
組
ま
れ
る
過
程
に
は
、

冷
戦
が
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
た
る
本
書
の
視
野
は
、
米
ソ
超
大

国
と
異
な
る
独
自
の
援
助
構
想
を
持
っ
た
欧
州
、

自
ら
に
有
利
な
援
助
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
途

上
国
、
普
遍
的
な
開
発
概
念
を
打
ち
出
そ
う
と

し
た
国
際
機
関
に
ま
で
及
ぶ
。
未
来
志
向
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
一
世
を
風
靡
す
る
い
ま
、
改
め
て
開

発
の
歴
史
を
振
り
返
り
た
い
。
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戦争抵抗の倫理
大戦期アメリカの良心的戦争拒否者たち
師井勇一・著
大月書店／ 3520 円

日
本
の
国
際
報
道
は

何
を
伝
え
て
い
る
の
か

良心的戦争拒否者は
市民責任の
倫理を問う

国際報道を問いなおす
ウクライナ戦争とメディアの使命
杉田弘毅・著
ちくま新書／ 880 円

﹁
犠
牲
者
た
ち
の
争
い
﹂は

冷
戦
終
結
か
ら
始
ま
っ
た

犠牲者意識ナショナリズム
国境を超える「記憶」の戦争
林志弦・著
澤田克己・訳
東洋経済新報社／ 3520 円

　

冷
戦
後
、
欧
州
と
東
ア
ジ
ア
で
な
ぜ
歴
史
認

識
が
紛
争
化
し
た
の
か
。
本
書
は
韓
国
、
日
本
、

ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
事
例

を
分
析
し
、
戦
争
や
抑
圧
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
記
憶
が
地
球
規
模
で
交
錯
し
、
各
国
民
が
﹁
犠

牲
者
﹂
と
し
て
の
自
己
認
識
を
強
め
て
、
そ
の

地
位
を
め
ぐ
る
民
族
主
義
的
な
競
争
に
つ
な

が
っ
た
と
論
じ
る
。
加
害
国
／
被
害
国
の
二
分

法
を
超
え
て
過
去
の
加
害
へ
の
責
任
を
冷
静
に

考
察
す
る
著
者
の
姿
勢
は
、
今
後
日
本
が
、
安

定
し
た
対
外
関
係
を
つ
く
る
指
針
と
な
ろ
う
。

　

二
〇
世
紀
の
世
界
大
戦
の
時
代
に
、
兵
役
な

ど
の
戦
争
参
加
を
拒
否
し
た
米
国
の
若
者
た
ち

は
、﹁
公
共
﹂
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
﹁
自
己
中

心
的
﹂
な
存
在
だ
っ
た
の
か
。
膨
大
な
史
料
に

基
づ
く
本
書
は
、
そ
の
抵
抗
の
根
拠
が
自
ら
の

宗
教
的
・
平
和
主
義
的
な
信
念
の
倫
理
の
み
な

ら
ず
、
社
会
全
体
の
あ
り
方
を
問
う
市
民
責
任

の
倫
理
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
。
彼
ら

が
内
包
し
た
二
つ
の
倫
理
の
相
互
作
用
は
、
現

代
も
な
お
、
公
共
領
域
に
お
け
る
市
民
と
し
て

の
課
題
を
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

日
本
の
国
際
報
道
の
特
徴
は
何
か
。
ど
の
よ

う
に
日
本
社
会
に
受
容
さ
れ
た
の
か
。
本
書
は

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
遡
っ
て
歴
史
を
振
り
返
り
、

各
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事
情
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
倫
理
性
の
違
い
を
比
較
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
予
見
で
き
な
か
っ
た
報
道
の
限
界
に
ま

で
議
論
は
展
開
す
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

る
著
者
の
自
分
史
を
重
ね
る
こ
と
で
、
国
際
報

道
の
あ
り
方
を
真
摯
に
考
察
す
る
の
み
な
ら
ず
、

戦
後
世
界
の
国
際
問
題
を
も
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
点
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。




